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議案第46号 

 

 

 

岸和田市有功者の表彰につき 

同意を求めるについて 

 

 

岸和田市有功者表彰条例第２条第１号及び第２号に該当する次の者を

表彰するにあたり、同条例第３条第１項の規定により議会の同意を求め

る。 

 

 

 

令和４年８月30日提出 

 

 

 

岸和田市長 永 野 耕 平  
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岸和田市有功者表彰条例第２条第１号該当者（叙勲・褒章関係者） 

（50音順） 

氏 名  奥   信 子  氏 

氏 名  奥 野 道 美  氏 

氏 名  積 川 香代子  氏 

氏 名  中 谷 光 男  氏 

氏 名  藤 原  亨    氏 

氏 名  松 浪  明   氏 

氏 名  的 場 正 俊  氏 

氏 名  水 尾 保 久  氏 

 

 

岸和田市有功者表彰条例第２条第１号該当者（審議会答申者） 

（50音順） 

氏 名  藪   眞 造  氏 

 

 

岸和田市有功者表彰条例第２条第２号該当者 

（基準別・50音順） 

氏 名  木 下 良 三  氏 

 



（50音順）

氏 名
叙 勲 ・ 褒 章 種 別
（ 受 章 年 月 日 ）

業　績　・　事　績 備考

奥 信 子 瑞 宝 単 光 章
（令和３年11月３日）

（統計調査功労）
氏は、昭和58年に統計調査員、昭和60年に

国勢調査員として奉職以来、永年にわたり統
計調査業務の発展に多大な貢献をしており、
令和３年11月に瑞宝単光章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

奥 野 道 美 黄 綬 褒 章
（令和４年４月29日）

（業務精励　電気工事業）
氏は、昭和41年に奥野電気商会に入社以

来、永年にわたり電気工事業界の発展に多大
な貢献をしており、令和４年４月に黄綬褒章
を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

積川 香代子 瑞 宝 単 光 章
（令和３年11月３日）

（調停委員功労）
氏は、平成11年に調停委員として奉職以

来、永年にわたり数多くの紛争の解決に多大
な貢献をしており、令和３年11月に瑞宝単光
章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

中 谷 光 男 瑞 宝 双 光 章
（令和３年11月３日）

（教育功労）
氏は、昭和31年に小学校教諭として奉職以

来、永年にわたり教育の発展に多大な貢献を
しており、令和３年11月に瑞宝双光章を受章
された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

藤 原 亨 藍 綬 褒 章
（令和４年４月29日）

（社会福祉功績）
氏は、平成10年に民生・児童委員として奉

職以来、永年にわたり社会福祉の発展に多大
な貢献をしており、令和４年４月に藍綬褒章
を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

 令和４年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（叙勲・褒章関係者）
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（50音順）

氏 名
叙 勲 ・ 褒 章 種 別
（ 受 章 年 月 日 ）

業　績　・　事　績 備考

 令和４年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（叙勲・褒章関係者）

松 浪 明 旭 日 単 光 章
（令和３年11月３日）

（中小企業振興功労）
氏は、昭和31年に松浪硝子工業(株)に入社

以来、永年にわたり産業の発展に多大な貢献
をしており、令和３年11月に旭日単光章を受
章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

的 場 正 俊 瑞 宝 単 光 章
（令和４年４月29日）

（矯正業務功労）
氏は、昭和55年に法務事務官看守として奉

職以来、永年にわたり矯正業務の発展に多大
な貢献をしており、令和４年４月に瑞宝単光
章を受章された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。

水 尾 保 久 瑞 宝 双 光 章
（令和３年11月３日）

（更生保護功労）
氏は、平成４年に保護司として奉職以来、

永年にわたり更生保護の発展に多大な貢献を
しており、令和３年11月に瑞宝双光章を受章
された。

人格見識共に高く、永年にわたり市政の発
展に尽力されるとともに、広く本市のまちづ
くりに貢献された功績は誠に多大である。
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（50音順）

氏　　名 功　績　内　容 備考

藪 眞 造 岸和田市住居表示審議会とは、住所をわかりやすく表示する
ことで住みよいまちづくりを目指し、住居表示の実施を推進す
るため、市民・学識経験者や関係する行政機関の職員等により
構成され、住居表示区域の新規実施や町区域の変更等につい
て、調査及び審議を行う諮問機関である。
藪氏は、この岸和田市住居表示審議会に38年間在籍し、うち

36年間会長を務められ、リーダーシップを発揮し、これまで培
われた豊富な知識と経験を基に、主体的に関わってこられ、本
市における住居表示の実施に尽力された。
藪氏は本市の昭和40年代から春木地区・浜地区を皮切りに、

住居表示実施にかかる審議の大半に関わってこられた。
また、住居表示を実施する際に町境界を決める必要があり、

町会・自治会同士の折りが合わない場合には、各町会・自治会
の調整役として活躍され、住居表示を円滑に進めることに貢献
された。

令和４年度　有功者表彰条例第２条第１号該当者（審議会答申者）
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（基準別・50音順）

昭和59年７月20日

～

昭和62年７月19日

平成５年７月20日

～

平成８年７月19日

平成14年７月20日

～

平成17年７月19日

平成23年７月20日

～

令和４年11月１日

×20/20 ３年０月

農業委員 11年４月 ×20/20 11年４月

×20/20 ３年０月

農業委員 ３年０月 ×20/20 ３年０月

換算率 換算年月 合 計

20年４月

備考

令和４年度　有功者表彰条例第２条第２号該当者

基準 氏 名 在職年月公職名 在 職 期 間

農
 
業
 
委
 
員

農業委員 ３年０月

農業委員 ３年０月

木下 良三
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